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15マントン 空に舞う
  フラメンコの小物その１

　フラメンコ舞踊を語る上で欠かせな
いのが小物づかい。フラメンコには
様々な曲種があり、それだけでも十分
に変化があるのですが、そこに小物が
加わることで、さらなるバリエーショ
ンが生まれます。小物づかいもフラメ
ンコの魅力の一つであることは間違い
ありません。
　なお、ここでいう小物とは、フラメ
ンコ舞踊で使用する衣装以外のアイテ
ムのことです。広い意味では楽器であ
るカスタネットや特殊な衣装であるバ
タ・デ・コーラなども小物に含まれるこ
ともあります。まずはフラメンコの粋、
華やかなマントンから見ていくことに
しましょう。

マントン／その起源と歴史
　マントンとはショールのこと。女性
が肩をおおうものとして、15世紀には
すでにポピュラーでした。フラメンコ
の舞台を彩る、華やかな刺繍を施した
ショールはマントン・デ・マニラ、マニ
ラのマントンとよばれます。華やかな

刺繍を施された絹地は中国、広東地方
の名産ですが、もともと輸出用だった
ようです。それが当時スペイン領だっ
たフィリピンのマニラから送られてき
たので、マニラの、という名前がつき
ました。輸入が始まったのは18世紀
から。まずメキシコで流行し、スペイ
ンでも19世紀にはセビージャのタバ
コ工場の女工が着用し、一般に広まっ
ていきました。20世紀初めにはセビ
ージャ郊外などでも作られるようにな
っていたと言います。ちょうどフラメ
ンコの興隆期であり,カフェ・カンタン
テの時代の、古いアルティスタの写真
を見ると、女性は歌い手、踊り手を問
わず、皆と言っていいほど、マントン
をまとっています。このようにして、
外国のものがスペイン的なものと認め
られ、絵画や小説などにも取り上げら
れるようになっていったのです。

体を覆うものが空に舞う
　もともとは装飾品であり、体を覆う
ものですが、それを空に舞うようひる
がえすのはいかにもフラメンコらしい
自由さと言えるのではないでしょうか。
衣装としてだけでなく、舞踊のアイテ
ムとして使うようになったのがいつ頃
からなのか、詳しくはわかりません。
マントンやバタ・デ・コーラの巨匠とし
て知られるマティルデ・コラルはパス
トーラ・インペリオの踊りを観て学ん
だ、と言います。確かにパストーラの
ビデオではソレアの最初にマントンを
手に踊るところがあります。
　以後、マントンのテクニックはおお
いに発展してきました。ブランカ・デ
ル・レイの『マントンのソレア』は、
マントン七変化とでもいうべき振付で、
マントンをはばたかせるだけではなく、

ベールのようにかぶったり、身体に巻
きつけたり、と様々な顔を見せてくれ
ます。伝統的には、ソレアやカーニャ、
そしてアレグリアス系の曲で使われる
ことが多いようです。

選び方
　マントンを舞踊で使う場合はその人
の身体に応じたサイズを選ぶ必要があ
ります。また、美しい軌跡を見せるた
めには、ある程度の重さがあるもの選
ぶことも重要です。フレコ、フリンジ
も短すぎたり本数が少なかったりする
ときれいに見えません。伝統的には真
四角のシルク地に手刺繍が基本。マン
トン自体の大きさや刺繍の多さや布地
の厚さなどで値段が変わってきますが、
手作りということもあり、高価です。
刺繍の柄は花や鳥などが主ですが中国
起源ということで、中国庭園風景など
のものもあります。ほかに、無地のも
のや柄のある布にフレコをつけたもの
などもあります。また、ポリエステル
地のものや機械刺繍に既成のフリンジ
を付けた安価なものもあります。

カパ
　現在では男性がマントンを使うこと
も珍しくありません。スペイン国立バ
レエ団監督のルベン・オルモはそのマ
ントンを使った振付で名を馳せました。
が、かつては、マントンは女性のもの
で、男性が使うのは女性から受け取る
などの場合だけでした。その代わり、
と言えるかどうかはわかりませんが、
男性はマントンと同じようにカパをひ
るがえして踊ることがあります。カパ
とはケープ、マントのことで、男性の
防寒用です。これを使ったカーニャを

パストーラ・インペリオ　Museo Sorolla
ソロージャ美術館に保管されているパストーラ・
インペリオの写真。ソロージャの描くカフェ・カ
ンタンテの絵に同じポーズの女性が描かれていま
す。彼女はロメロ・トーレスのモデルにもなって
います。
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マントンの妙技といえばこれ。ブランカ・デル・レイのマントンのソレアは国立バレエのレパートリーとして
受けつぎました。
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Bienal Oscar Romero 
2018年のビエナルでのマリア・モレーノ。両手でも片手でも自在にマントンを操る。最近、バ
タやマントンを使える若い踊り手が増えているのは嬉しい限りです。

1998年のシカゼ
ビエナル公演『カディス』の後、チャノ・ロバート
と。彼の最高のコンパスとジョーク。「ソブリー
ナ！」と呼ぶ声が聞こえてきそうです。

志風恭子／1987年よりスペイン在住。セビージャ大
学フラメンコ学博士課程前期終了。パセオ通信員、
通訳コーディネーターとして活躍。パコ・デ・ルシアを
はじめ、多くのフラメンコ公演に携わる。

創作したのはグラン・アントニオでし
た。また、スペイン国立バレエ団『ダ
ンサ・イ・トロニオ』など、スペイン舞
踊の作品で使うこともあります。

マントンシージョ、 
マンティージャ
　小さいマントン、という意味のマン
トンシージョは、別名ピコ、角という
ように角のある三角形で衣装の上に着
用するものです。マントンのように使
ったりすることはまずありません。マ
ントン同様、シルク地に刺繍のものも
あれば、無地や柄物、レース地やレー
ス編みなど、マントン以上にバラエテ
ィに富んでいます。最近はフレコを編
んだだけの物を首に巻くものも流行っ
ているようです。
　マンティージャはレースのショール
で、女性の頭を覆う布、ベールが、17
世紀からスペイン独自の発展を見せた
ものです。18世紀には現在、一般に
は聖週間に黒、フェリアや結婚式に白
もしくは象牙色のものを、大きな飾り
櫛ペイネータと合わせて装着します。
フラメンコでも作品ものの衣装として
使われるほか、マンティージャをマン
トンのように使うこともあります。

　マントンは舞踊で使うだけではあり
ません。一般の人たちもフェリアなど
お祭りの時や結婚式などフォーマルな
お出かけにマントンでおしゃれをした
りします。親から子へ孫へと受け継が
れたアンティークのマントンを見かけ
ることもあります。日本の着物のよう
ですね。
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